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， 	 ・ 

出場者全員レベルの高い競演でした みなさ人ノ「のってる？」 

まご El 鴛#c Jt.11- 

つ J簿範鳶 

7月31日、役場前特設ス

テージでは、 「津軽の火祭り 

'94」が開かれました。金木

町の元気な若者によるポップ

ス・カラオケには、応援団が

大いに盛り上がり、 『ダニー 

飯田＆パラダイスギング』く7) 

コンサートでは、お父さん、 

お母さんが懐かしく聞き入っ

ていました。 

     

     

     

   

ザ
ー
 、
 

‘
潔
，
 

、
」
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火の軽津 

ー緒に踊って下さい．/ 

とても暑い裏舞台もありました 
	

見入るお客さん 



ヤレ・ヤレヤレヤー” 

つ 
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かなぎ夏 
蕊轟器 E1) BP. 	 こま 

8月14日から16日まで

の3 日間、金木一円で開かれ

た「金木夏まつり」は、県の

無形文化財に指定されている 

「奴踊り」 や、お御輿のパレ 

ード等で幕を開けました。開

会セレモニーと知らずに通り

かかった観光客が、しきりに

カメラをかまえる場面が見ら

れました。 

観光客の人気のまと 
	

ド迫力のねぶた 

夏まつりを楽しんでいってください 
	

大石円（まどか）、かわいかったですネ 



簡
易
保
険
の
 

積
立
金
か
ら
融
資
 

郵
便
局
（
郵
政
省
）
で
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
事
情
を
十
分

に
考
慮
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の

向
上
と
公
共
施
設
の
早
期
建
設
を

目
標
に
、
皆
さ
ん
の
加
入
し
て
い

る
簡
易
保
険
の
積
立
て
の
一
部
を

公
共
施
設
の
資
金
と
し
て
融
資
し

て
い
ま
す
。
 

当
町
で
も
諸
施
設
の
早
期
建
設

が
強
く
要
望
さ
れ
て
い
る
現
状
か
 

・

り
、
こ
の
簡
保
資
金
の
融
資
を
受

け
て
数
多
く
の
建
設
事
業
に
と
り

か
か
っ
て
い
ま
す
。
 

上
記
の
金
木
町
水
稲
共
同
育
苗

施
設
も
、
こ
の
融
資
に
よ
り
建
設

さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

平成6年度 
簡保資金融資事業 

（単位】千円） 

汰
  

総
事
業

費
 

国
庫
支
出
金
 

町債（長期
借入金） 一般

財

源
 

簡 保
資 金 

金木町
水稲共同
育苗施設 

234,949 117,474 117,400 75 

▲水田100ヘクタール分の苗を生産できる水稲共同育苗施設 

▼玉串奉典をする田中町長

二、昌 

、  1 

待
望
の
水
稲
共
同
育
苗
施
設
完
成
 

健
苗
安
定
供
給
に
よ
る
生
産
性

及
び
品
質
の
向
上
と
作
業
の
合
理

化
、
労
働
力
の
省
力
化
、
コ
ス
ト

の
低
減
に
よ
る
農
業
所
得
の
向
上

を
図
る
た
め
に
、
平
成
五
年
度
新

農
業
構
造
改
善
事
業
「
冷
害
地
域

緊
急
整
備
対
策
事
業
」
と
し
て
国

の
補
助
を
受
け
、
工
事
着
工
し
て
 
 い

た
『
金
木
町
水
稲
共
同
育
苗
施

設
』
が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し

た
。
 

こ
の
育
苗
施
設
は
、
町
が
事
業

主
体
と
な
り
、
中
柏
木
字
不
動
野

に
敷
地
面
積
二
万

一
千
二
百
十
三
 

d
で
鉄
骨
造
り
一
部
二
階
建
て
の

育
苗
施
設
棟

（
千
一
一
百
五
十

一
・
 
 八

三
が
）
と
、
苗
硬
化
の
た
め
の

耐
雪
型
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
三
十
三
棟
 

（
八千
百
六
十
四
・
八
ば
）
か
ら

な
る
総
事
業
費
二
億
三
千
四
百
九

十
四
万
九
千
円
で
建
設
さ
れ
た
も

の
で
す
。
 

金
木
地
区
に
お
い
て
、
若
者
の

地
域
外
の
流
出
と
農
業
就
業
者
の
 
 高

齢
化
を
背
景
に
労
働
力
の
不
足

が
深
刻
化
し
、
生
産
の
停
滞
と
活

力
の
低
下
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
平
成
五
年
春
以
来
の
異
常

低
温
と
極
端
な
日
照
不
足
に
よ
り

水
稲
は
成
育
が
遅
れ
、
障
害
不
稔

が
多
発
し
平
年
作
況
指
数
百
に
対

し
十
七
、
被
害
額
が
二
十
七
億
円

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
「」
 

と
か
ら
冷
害
克
服
等
に
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
を
占
め
る
育
苗
作
業
部
門

に
水
稲
共
同
育
苗
施
設
を
導
入
す

る
こ
と
で
、
健
苗
の
安
定
生
産
・

供
給
に
よ
り
生
産
物
の
多
収
・
高

位
品
質
を
確
保
し
、
農
作
業
の
合

理
化
と
コ
ス
ト
の
低
減
を
目
指
し

所
得
向
上
に
努
め
、
水
稲
部
門
の

活
性
化
を
図
る
た
め
の
手
段
と
し

て
 
「水
稲
共
同
育
苗
施
設
」
を
建

て
ま
し
た
。
 

同
施
設
は
今
後
、
嘉
瀬
農
業
協

同
組
合

（
組
合長
廿
吉
崎
忠
直
）
 

が
管
理
主
体
と
な
り
ま
す
。
操
業

は
来
年
三
月
か
ら
で
す
が
、
現
在

苗
の
予
約
を
し
て
お
り
ま
す
の
で

希
望
者
は
同
農
協
ま
で
ど
う
ぞ
。
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平成六年度 

一新
成
人
●
お
め
で
と
う
〇
 

謝辞を述べる浅利善仁さん 

角田さんの話しに聞き入る新成人 

削Iは美子さん 

自分の思う 「大人

の」 イメージと、 

自分とを比較しそ

のギャップに驚い

ています。あと二

十年経ったとき、 

もっと素敵な人間

になっていたい。 

八
月
十
五
日
、
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
た
金
木
町
成
人
を
祝

う
会
に
は
、
百
ニ
十
四
人
が
出
席

し
、
大
人

へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。
 

受
付
ロ
ビ
ー
で
は
、
久
し
ぶ
り

に
会
う
な
つ
か
し
い
顔
を
見
つ
け

て
は
近
況
報
告
に
花
を
咲
か
せ
て

い
ま
し
た
。
 

式
典
で
は
、
田
中
町
長
が
 
コ
ー
 

十

一
世
紀
に
向
か
っ
て
君
た
ち
の

期
待
や
可
能
性
は
大
き
い
。
立
派

は

ー
る
夢

と
町

に

一o
 

《
『響
器
隷

響
 

讐
」「
「驚
」
「
 

町
 
人

り
ず
と

近

う
ど
 
プ
 

z
j
 

成

あ
 
つ
 
ご
 
に
 
い
 
がな
 
 な

社
会
人
と
し
て
義
務
と
権
利
を

果
た
し
て
く
だ
さ
い
い
と
、
挨
拶

し
ま
し
た
。
続
い
て
今
誠
康
県
議

会
議
員
、
小
田
桐
喜
吉
町
議
会
議

長
ら
来
賓
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が

送
ら
れ
、
新
成
人
を
代
表
し
て
浅

利
善
仁
さ
ん
（
川
倉
上
宇
田
野
）
 

が
 
「大
人
と
し
て
の
自
覚
と
責
任

を
も
っ
て
頑
張
り
ま
す
い
と
謝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
加
藤

五
月
さ
ん

（
金
木昭
和
町
）
と
鈴

木
靖
人
さ
ん

（
喜
良市
川
端
町
）
 

た
 
の
 、
な
 ッ
 
o
 

つ
 
人今

に
 
ャ
 
い

か
 
の
 、
歳
ギ

な

さ
歳

と
十

の

り

小
十

ジ

ー
ーて
ま

が

ー
ー
 ー
 
が
 み
あ

分
 
の
 メ
分

て
 
が

自

頃

イ
自
 
つ
プ
 
 

が
二
十
歳
の
主
張
を
行
い
、
加
藤

さ
ん
は
、
 
「愛
す
る
金
木
町
を
微

力
な
が
ら
支
え
て
い
き
た
い
」
と
、
 

力
強
く
結
び
ま
し
た
。
 

式
典
後
、
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
 

「
ラ
ブ
リ
ー
金
木
」
代
表
の
角
田

周
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
「
物
け
金

木
の
成
人
た
ち
よ
」
と
題
し
て
自

分
か
ら
見
る
町
の
良
さ
、
素
晴
ら

し
さ
を
自
ら
の
体
験
と
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
記
念
公
演
を
し
ま
し
た
。
 

米谷勇気さん 

成人式を迎えて、 

大人としての責任

を感じると共に十

代の頃とあまり変

わっていない自分

を幼く思います。 

葛西 学さん 

松川智子さん 

今の自分はまだま

だ子供だと思いま

すが、成人式は「権

利・義務」 など自

分に責任をもつた

めの境目だと感じ

ています。 

⑤ 広報かなき m川川IIII 
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年々レベルアップする 金木町青年活性化 

忘
Lァー 	 ー ！ 

告壷盛樋1金添‘声目撲部 

八
月
二
十
日
に
、
秋
田
県
山
本

町
で
行
わ
れ
た
第
十
三
回
東
北
学

童
相
撲
大
会
で
団
体
優
勝
を
飾
っ

た
金
木
小
学
校
相
撲
部

（
監
督廿

白
川
・
コ
ー
チ
廿
蒔
田
）
の
選
手
 

推進委員会発足 奴祭仮装盆踊り大会 

「金
木
町
で
自
分
た
ち
が
楽
し

い
と
思
う
こ
と
を
し
よ
う
」
 
と
、
 

五
月
ニ
十
五
日
、
金
木
町
青
年
活
 

八
月
十
七
、
十
八
日
の
二
日
間

嘉
瀬
商
業
会
主
催
で
行
わ
れ
た
 「
 
 

性
化
推
進
委
員
会
が
発
足
し
ま
し

た
。
 

こ
の
会
は
、
行
政
の
団
体
で
な

く
、
商
店
会
や
商
工
会
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
職
場
で
青
年
部
的
な
活
動

を
し
て
い
た
方
達
が
集
ま
り
、
今

回
発
足
。
こ
の
日
、
三
十
代
を
中

心
に
二
十
】
人
の
有
志
が
集
ま
り
、
 

委
員
長
に
成
田
剛
寛
さ
ん
が
選
ば

れ
、
「あ
ら
ゆ
る
町
活
性
化
活
動
を

展
開
し
、
よ
り
多
い
青
年
が
町
に

定
住
す
る
こ
と
を
願
い
、
そ
し
て

金
木
町
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し

た
い
］
と
活
動
趣
旨
を
確
認
し
ま

し
た
。
 

嘉
瀬
奴
祭
仮
装
盆
踊
り
大
会
」
に

は
、
そ
ろ
い
の
衣
装
と
お
面
で
仮

装
し
た
人
が
輪
に
な
っ
て
自
慢
の

踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

嘉
瀬
古
町
で
行
わ
れ
た
仮
装
盆

踊
り
大
会
は
、
会
場
の
中
央
に
は

櫓

（
や
ぐら
）
が
組
ま
れ
そ
の
回

り
で
は
、
二
百
人
ほ
ど
の
参
加
者

で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
今
年

の
衣
装
も
手
作
り
と
あ
っ
て
ま
す

ま
す
の
凝
り
よ
う
で
去
年
よ
り
も

磨
き
が
か
か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

お
墓
ま
い
り
に
通
り
が
か
っ
た

人
や
子
供
た
ち
も
楽
し
そ
う
に
輪

の
中
に
入
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
 
 

喜
良
市
下
柏
木
町
内
会

（
会長
 
 た

ち
が
、
三
十
日
田
中
町
長
を
訪

れ
、
優
勝
を
報
告
し
ま
し
た
。
 

東
北
六
県
の
代
表
二
十
六
校
が

東
北
学
童
相
撲
大
会
に
参
加
し
て

熱
い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
が
金
木
小
は
予
選
リ
ー
グ
を
ト

ッ
プ
で
通
過
。
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン

ト

ー
回
戦
で
同
県
代
表
の
向
陽
小
 

（
木造
町
）
と
対
戦
し
三
対
ニ
で

下
し
ま
し
た
。
決
勝
で
常
磐
小

（
 

岩
手
県
）
を
四
対

】
で
破
り
団
体

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。
 

優
勝
報
告
に
は
、
瓜
田
正
義
金

木
小
校
長
と
監
督
、
コ
ー
チ
、
団

体
メ
ン
バ

ー
六
人
が
役
場
を
訪
れ

田
中
町
長
、
成
田
教
育
長
に
優
勝

旗
や
楯
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。
 

廿
中
村
利
宗
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど

町
内
二
十
六
戸
分
の
家
名
、
家
紋

入
り
の
提
灯
を
作
り
、
お
盆
期
間

中
、
各
家
々
の
前
に
飾
り
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
町
内
の
親
睦
と
結
束

を
深
め
る
と
と
も
に
、
お
盆
の
迎

え
火
の
意
味
合
い
も
含
ま
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
す
。
 

提
灯
は
屋
根
の
つ
い
た
立
派
な

も
の
で
、
中
村
会
長
は
こ
れ
を
機

会
に
よ
り
一
層
仲
の
よ
い
ま
と
ま

り
の
あ
る
町
内
づ
く
り
を
目
指
し

た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

提灯を飾ってお盆を迎える 

―喜良市下柏木町― 

(
 



あなたの善意 へ 

ありがとう 

ございました 

（敬称略） 

▼花の28 かなぎ応援団 

（代表一長尾重孝） 

26,271円 

「花の28 チャリティ 

ー・ビアガ’ーデ’ン」 の収

益金を 「社会福祉に役立

てて下さい司 と金木町社

会福祉協議会に寄附して

下さいました。有難うご

ざいました。 

，
か
谷
ぎ
公
民
館
 

ブ
ラ
イ
ダ
ル
情
報
 

1994.8.20 
新郎竹内 竜治さん（金 木） 

新婦中 谷 恵実さん（中 里） 

★
ご
結
婚
を
ご
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に
金
木
町
中
央

公
民
館
に
ご
相
談
下
さ
い
。
す
べ
て
事
務
局
が
手
配
い
た
し
ま

す
。
（
T
E
L
5
31
3
5
8
1
)
 

ま
た
、
お
ニ
人
の
お
名
前
と
結
婚
記
念
日
を
刺
し
ゆ
う
し
た
豪

華
桐
箱
入
ア
ル
バ
ム
の
記
念
品
等
々
た
く
さ
ん
の
特
典
が
あ
り

ま
す
。
 

この度めでたく 「かなぎ公民館プライダル」 （企画・進

行＝一事務局 「金木町中央公民館」）によりカップルとな

られた方々をご紹介いたします。 

浩 

第
三
位
 
工
藤
 

8 月18日、芦野公園内B&G 
プール東側に、バッテリーカー 

が設置されました。 

ご利用時間は、午前 9 時30分
から午後 5 時までで、料金 1回

百円。 

バッテリーカーは、 1人乗り

用と 2 人乗り用があり、早くも

土・日は、子供たちでいっぱい。 

みなさんも遊びに来てください

ね。 

（嚢
一
一
 

繰
 

諮
繰

A
 

バッテリー力 

初お目見え 

響
畦

蓬
 

蓮
」
 

一
雄
 

一

n
 

一、 

今
年
で
第
二
回
を
迎
え
る
、
金

木
カ
ッ
プ
ス
コ
ン
ぺ
が
夏
泊
り
リ

ン
ク
ス
で
開
か
れ
、
十
九
人
の
町
 

広報かなき田川mHmml… 

チャリティー 
金を寄附 

金木力ップス 

民
ゴ
ル
フ
ァ
ー
が
金
木
町
長
杯
を

目
指
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
 

コ
ン
ぺ
は
、
去
年
同
様
o
B
、
 

ペ
ナ
ル
テ
ィ
、
バ
ー
デ
ィ
等
全
て

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
罰
金
方
式
で
、
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
を

払
い
な
が
ら
の
戦
い
の
中
、
其
田

瞳
瑞
選
手
が
ネ
ッ
ト
7
5・
4
0で
町

長
杯
を
手
に
し
ま
し
た
。
 

表
彰
式
で
は
、
町
長
杯
、
商
工
 

会
長
杯
の
授
与
が
行
わ
れ
た
ほ
か
 

集
ま
っ
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
七
四
？
 

六
〇
〇
円
を
、
社
会
福
祉
に
役
立
 

て
て
下
さ
い
と
町
に
寄
附
し
て
下
 

さ
い
ま
し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

優
 
勝
（
町
長
杯
）
 

其
田
 
瞳
瑞
 

準
優
勝
（
商
工
会
長
杯
）
 

古
川
 
篤
紀
 



難
翻
m
謝
 

●まんまるずし 

材 料（ 4 人分） 

すしめし 

ツナ缶 

ノへ Iさとう 

ー t 酒 

スライスチーズ 

のり 

紅しょうが 

作り方 

すしめしの作り方 

材料（ 4 人分） 

、「
ノ
 

ン
」
 

250g 

小1/2缶 

大サジ1/2 

大サジ1/2 

1枚 

2枚 

少々 

ム
立
末
・
町
‘D

ェ
白
什
工レ
レ
 

‘
】ュ
！ノ
日

‘
、
v
引
山
L
イ
 

ク
花
の
2
8か
な
ぎ
応
援
団

（
団

一
長
廿
長
尾
重
孝
）
4
は
、
金
木
町

一
に
生
ま
れ
育
ち
、
共
に
「
花
」
 
の

一
あ
る
こ
ろ
の
金
木
町

を
思
い
出

に

一
刻
む
人

々
が
集
い
、
金
木
町
の
た

一
め
に
あ
ら
ゆ
る
 
「活
性
化
活
動
」
 

一
を
展
開
し
、

わ
が
心
の
「
金
木
町

一
発
展
」
に
寄
与
す
る
こ
と
を
設

立

一
趣
旨
と
し
、
今
年
の
三
月
に
結
成
 

花の28かなぎ応援団のみなさん 

応
援
団
に
よ
る
チ
ャ

リ

軽
の
火
祭
り
」
で
は
、
 

応
援
団

に
よ
る
チ
ャ

リ
 一

 
一
 

一
 

昭
和
二
十
八
年
四
月

一

か
ら
昭
和
二
十
九
年
三
一
 

月
生
ま
れ
の
、
金
木
中
一

学
校
卒
業
同
期
で
構
成

一

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
有
一

志
の
数
六
十
人

ほ
ど
o
 一

活
動
は
、
七
月
三
十

一

一
日
に
行
わ
れ
た
 
「津
一
 

テ
ィ
ー
・
ビ
ア
ガ
ー
デ
 

ン
を
実
施
o

こ
の
他
に
一
 

	・HmmII川川広報かなぎ ⑧ 

も凡喝準ぶり。包～ J 

水

・
」合
わ
せ
酢
一
し
た
ば
か
り
o
 

こんぶ

合I酢 

割さとう 
酢 t しお 

米 3カップ 

3カップ 

10センチ

大サジ4 

大サジ2 

小サジ2 

①米はといで水気を切り、分量の

水にこんぶといっしょに30分以

上つける。 

②米をたく。たきあがったら10分

むらし軽くまぜる。 

③②を飯台にあけ、熱いうちに合

わせ酢を全体にまわしかける。 

2つに分けておく。 

①ッナ缶は油を切り⑤を入れ弱火

でいためる。 

②ラップを下にしいて、のり、チ 

ーズ、ツナ、すしめしの順に重 

ねてラップにつつんでまるめる。 

③中央を包丁で十文字に切る。 

●なの花ボール 

材 料（4人分） 

ぶたひき肉（赤身）200 g 

しょうが 	1かけ 

ねぎ 	 3cm 

⑧ 酒 	 大サジI 

しお 	 小サジI 

しょうゆ 	小サジI 

こしょう 	 少々 

卵 	 1/2個 

片くり粉 	大サジ1  

スイートコーン缶 

（夏はとれたてのコーンで） 

300g 

片くり粉 	 大サジ2 

グリンピース（かざり用） 

プチトマト 

●子供はマョネーズ・ケチャップ

で、大人はからししょう油でた

べる。 

作り方 

①コーンはざるにあけ布きんでよ

く水気をとる。 

②⑧をよく混ぜて粘りが出たら、 

12コに丸めて片くり粉をまぶ

す。コーンをバットに広げ、こ

ろがして手で丸めながらコーン

をつける。 

③アルミカップに入れ、熱くなっ

た蒸し器で強火で8分蒸す。 

石 食
戸 生 

章曹曹 
さ の
ん 

今回は母と子が楽しく作れる料理 
です。 
皆さんもためしてみて下さい。 

(
‘
、
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・
、
一
、
ー
！

・
？
、
、
ー
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、
‘
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？
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・
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、

I
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、
ー

‘

・
、
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【

、
、
‘
！
・
、
一

、
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‘
ー

、
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ー
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(
 

叫
 

同
期
生
自
ら
講

師
と
な

も
毎
月
二
十
八
日
に
は
一

叫
 

同
期
生
自
ら
講

師
と
な
一
 

ら
ほ
の
仲
間
つ
こ
 

一
 

グ
花
の
2
8か
な
ぎ
応
援
団
ガ
ー
 

り
、
職
種
を
生
か
し
た
わ
か
り
や

す
い
、

た
め
に
な
る
講
座
や
懇
親

一

会
 
「花
の
ニ
ッ
パ
チ
活
性
化

セ
ミ
ー
 

ナ
ー
」
 
や
、ゲ
ス
ト
を
招
い
て
の
一

勉
強
会

の
「
か
な
ぎ
活
性
化

セ
ミ

ナ
ー
」
、
観
光
促
進
の
た
め
に
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
「
金
木
町
観
光

一

東
京
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
予
定
し

ー
 

て
い
ま
す
。
金
木
町
の
活
性
化
に
一

興
味
の
あ
る
同
期
生
の
方
、
 
一
緒
一

に
青
春
を
楽
し

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
一

電
話
五
〒
舌
三
事

務
局
 
角
田
周
一
 



へ
」
 

体
が
陽
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

』
」
 

れ
は
非
常
に
驚
く
べ
き
数
字
で
す
。
 

た
だ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
て
い

て
も
必
ず
し
も
c
型
肝
炎

と
い
う

病
気
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
感
染
者
の

一
部
が
発
病
し
て

い
る
の
で
す
。
現
在
、
感
染
者
の

う
ち
ど

の
位
の
人
が
発
病
し
て
い

る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
 

長
い
年
月
が
経

つ
と
大
部
分
の
人

が
発
病
し
て
慢
性
肝
炎

に
な
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
し
、

そ

の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
い
ず
れ
肝
硬

変
、
肝
癌
に
な
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

と
こ
ろ
で
気
に
な
る
感
染
経
路

に
つ
い
て
で
す
が
ま
だ
は
っ
き
り

し
た
こ
と
が
言
え
な

い
の
が
現
状

で
す
。
し
か
し
血
液
の
中
に
い
る

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
っ
て
感
染
が
お
こ

る
わ
け
で
す
か
ら
輸
血
や
血
液
製

剤
の
使
用
、
血
液
の
つ
い
た
針
の

使
用
（
こ
れ
は
医
療
現
場
が
ほ
と

ん
ど
で
す
が
そ
の
他
麻
薬

の
回
し

打
ち
や
入
れ
墨
、
 ハ
リ
治
療
等
が

あ
り
ま
す
。）
ま
た
確
立
は

低
い
で
 
 場

合
も
あ
り
ま
す
。
 

治
療
法
に
つ
い
て
は
以
前
は
こ

れ
と
い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん

で
し
た
が
、
最
近
に
な
っ
て
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
注
射
す
る
の
が

主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
は
病
気
の
状
態
に
よ
り
効
果

の
あ
る
人
も
無
い
人
も
い
ま
す
し

副
作
用
も
強
く
高
価
で
も
あ
る
の

で
、
現
在
さ
ら
に
有
効
な
治
療
法

の
発
見
が
待
た
れ
て
い
る
と

こ
ろ

で
す
。
 

い
ず
れ
に
し
ろ
c
型
肝
炎
は
非

常
に
や
っ
か
い
な
病
気
で
す
。

ほ

と
ん
ど
の
方
が
他
人
事
の
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
が
、
 
一

度
検
査
を
受
け
て
み
て
は
い
か
が
 

（⑨ J 広報かなき川川 111111 

c
型
肝
炎
と
い
う
病
気

に
つ
い

て
ど
う
い
う
病
気
か
よ

く
分
か
ら

な
い
と
い
う
方
は
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
。

c
型
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
が
発
見
さ
れ
た
の
は

数
年
前
の
こ
と
で
す
か
ら
御
存
知

な
く
て
も
無
理

は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

し
か
し
こ
の
c
型
肝
炎
は
金
木
町

民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
決
し
て
他
 

ふるさと発見 

 

イ り ズ 

 

このクイズは金木町にちなんだ施

設、名称、文化財などを再発見して

もらおうと問題にしたものです。 

Q ・8 月26日竣工式が行われた、こ

の施設の名前は何でしょうか。 
人
事
の
病
気
で

は
な
い
の
で
す
。
 

と
い
う
の
も

c
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス

に
感
染
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
抗

体
（

H
c
V
抗
体
）
の
陽
性
率
は

日
本
全
体
で
は
約
加
％
の
割
合
で

す
が
金
木
病
院
に
色
々
な
病
気
で

入
院
し
て
く
る
患
者
さ
ん
を
例
に

と
っ
て
み
る
と
約

2
0％
、

つ
ま
り
 

5
人
に
1
人
の
割
合
で

H
c
V
抗
 

i す 
~が 

~些 

縄 
~三 
~て 
i 感 
~染 
~す 
~る 

I で、 
~し 

i よ 
~ フ 
~カ； 

正解者の中から抽選で 3 名様に素 

敵な記念品を差し上げます。どんど 

ん応募して下さい。 

」応募方法 

ハガキに住所、氏名、年齢、職業、 

電話番号を記入のうえ 

①クイズの答②今月号のよかった記 

事③つまらなかった記事④ご意見・ 

ご感想を記入のうえ 

〒037-02 
金木町大字金木字朝日山323 
金木町役場企画室 

までご応募下さい。 

応募の締切は10月 3 日当日消印有 

効。当選者の発表は10月号に掲載し 

ます。 

8月号の答 三太郎 

神原船場の渡の守り 

当選者は次の 3 名です。 

喜良市 桑 田 憂 花 さん 

嘉 瀬 浜 田 司 都 さん 

~北海道 今 	久 雄 さん 

~ たくさんのご応募、貴重なこ意見 

~有難うございます。今回当選しなか 

~った方もこれにめげずどしどしご応 

L!L1________ ”ー 



はじめまして 
さ や か 

沙也加ちゃん 

7月26日生まれ 

体重 3,826g 
金木芦野団地 

白川 勝さんの長女 

明るく健康な子に育って 

ほしい 

（母 富美子より） 

み つき 

光 月ちゃん 

8月 1日生まれ 
体重 3, 130 g 
金木第二金木団地 

中谷克弥さんの長男 

思いやりのある子に育っ 

てほしい 

（母 ナナ子より） 

8月末現在

男 6,022人

女 6,662人

計 12,684人

世帯数 3,877 

、 

前年同月比 

△ 72人

△ 70人

△ 143人 

13 
	ノ 

、
 

ー
 

人
ロ
と
世
帯
 

／
 

、
一
 

お
く
や
み
 

霧
駈
ザ
鯉
艶
柳
 

籍
和
讐
声
ニ
一
鯵
 衝

 
こ
の
欄
は
、
金
木
町
に
住

所
を
有
し
て
い
る
方
々
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
掲
載
を
希

望
し
な
い
方
は
町
民
課
窓
口

に
届
出
の
際
申
し
出
て
く
だ
 

吉崎 民

蒲

（70
オ

）嘉 

鎌

田 

ミツ

エ（81

才）嘉 

石戸谷

良徳

（53

才）
神 

鳴海 

正 四

（61
才

）嘉 

山

形 

重次

（87

才）金 

白 

川 昭

夫

（54

才）
川 

外

崎ギョ

エ

（74

才）金 

木倉木瀬原瀬瀬 

 

企画室からのお知らせ 

企画室では、町民の皆様からホットな話

題の提供をお待ちしております。 

どんなささいな事でもかまいません。面 

白い事、珍しい事など有りましたら役場企

画室までご連絡下さい。 

合5 3 一 2111 内線286 
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喜
良
市
 

蒔
 
田
 

喜
良
市
 

戸 

籍 
の 

窓
 
中荒岩舛川 須中 白

谷関間甚 口 崎谷川 

瑞中翻I 」雀細津。光み響 
希き太た良I子こ永吉那を月効臣・ 

勝正良比尋秀克口坐
笠ブ：と二誉智1盆霧勝治広之呂永勝弥刀か 
ーーー俊ーー、ーノ、ー／
嘉金金ー蒔嘉金金 

嘉 
瀬木木瀬田瀬木木 

中 

瀬瀬田 田 木木 

お
し
あ
わ
せ
に
 

八

月
届

出
分
 
（

竹
内
 
竜
治

（
茂

）
藤
 
枝
 

「
中
谷
 恵
実

（
幸
作
）
中
里
町
 

お
め
で

と
う
 

佐
々
木
ふ
じ
子

（
4
1才
）
 

長
尾
 
キ
 
ョ

（
8
3才
）
 

外

崎

惣
五
郎

（
9
4オ
）
 

田
中
 

功
一
 
（
4
7才
）
 

津

田
 
秀

彦

（
6
4才
）
 

木

下
勝

四
郎
（
7
9才
）
 

今
 

定

平

（6
7オ
）
 

白
 
川
 
由

吉

（
8
7才
）
 

阿

部
 
ち

よ
（
7
5才
）
 金

 
金
 

蒔
 

蒔
 

嘉
 

嘉
 

板
 

《百
 

伝
 届けました 

8 月12日に喜良市で・自転中
のチェーンロック式カギの
落しものがありました。心
当たりの方は金木警察署落 

／ 	しもの係まで’一 

ニ-、 〇ペッ トは責イ壬をもって飼い 
ーー→ ましよう 	 妊 

豊鼎｝線康握凝曹ま麗、 
ました。いずれも捨て猫ら
しく、家の畑にいたずらし
たり、道路で車にはねら才I 
袈り、‘苗妊圭共無にc7)頭’す 4 
が 。（匿名希望の母） “ー 

ノ／ノ〇係から 	 、 
【 	このコーナーを利用したし、 
ニふ、 方は役場企画室まで。 一 

く
 

一
 

「
 


